令和７年度
敬老事業実施のお願い
令和７年度【敬老事業】の実施について

１．敬 老 事 業 の 概 要
自治会を中心とした敬老事業実行委員会は、敬老事業を実施することで、
８０歳以上の方の人数×２，０００円の補助金の請求ができます。
つきましては本年度も、敬老事業の主催、運営をお願いしたく存じます。
事業の趣旨から、金券(商品券等)の配布につきましては、敬老事業用の小山市共通商品券のみを補助の対象としておりましたが、本年度より、一般の商品券につきましても補助対象といたします。
なお、現金の配布につきましては引き続きご遠慮ください。
また、本年度につきましては、敬老事業用の小山市共通商品券のお取り扱いは致しませんので、ご了承ください。

	祝賀会の例
	〇公民館での茶話会、レクリエーション
〇会食、祝賀会等の食事会
〇落語家、紙切り芸人を呼んでのイベント
〇多世代交流会、お買い物、小旅行　他

	記念品の例
	〇お赤飯、お寿司、紅白饅頭、焼き菓子、和菓子、カステラ、
お茶、健康茶、コーヒー、梨、ぶどう、お米、ごま油、海苔、
はとむぎふりかけ　などの食品
〇洗剤、消毒液、マスク、タオル、ティッシュ　などの衛生用品
〇簡易ラジオ、懐中電灯、乾パン　などの防災用品
〇カタログギフト、靴下、ひざ掛け、入浴剤　他


≪参考≫

２．対 象 者 （８０歳以上の方）
令和７年４月１日現在小山市に住んでおり、令和８年４月１日までに
８０歳以上になられる方（＝昭和２１年４月１日以前生まれの方）が対象です。
＊名簿の年齢７９歳の方は、本年度８０歳になる方であり、対象者です。
＊誕生日を迎えて７９歳になる方は対象外ですのでご注意ください。

３．敬老事業対象者名簿の提供について
小山市敬老事業補助金給付事業では、例年各申請書類と合わせて、各自治会に住所の上で属する対象者名簿を一律送付し、対象者をご確認いただいておりました。

個人情報の取り扱いについて、十分ご注意いただき、名簿の返却をもって漏えいを防止してまいりましたが、令和５年の改正個人情報保護法の施行により、個人情報漏えい等の国への報告・本人への通知義務の対象が拡大されたこと、近年高齢者を狙う詐欺や、強盗事件が多発していることを踏まえ、個人情報の漏えい等の防止を強化するため、本年度より名簿の提供方法を変更させていただくこととなりました。
つきましては、名簿の一律送付はいたしませんが、事業の円滑な実施のため、名簿の使用を要する場合には、「誓約書」をご記入いただき、内容に同意いただきました自治会にのみ提供させていただきます。（「誓約書」は４月２８日付で送付した通知に同封しております。）
また、「誓約書」の提出につきましては、随時受け付けております。

４．敬老事業対象者名簿の返却について
　事業終了時までに原本で必ず小山市役所本庁舎３階高齢生きがい課または各出張所に返却してください。
返却方法につきましては、窓口または郵送にて承ります。なお、返却の際には、市から受領したすべての名簿がそろっていることを必ずご確認ください。


敬 老 事 業 補 助 金 請 求 手 順


　　　　　　                                                                 
○　敬老事業実施期間　令和7年6月1日～令和8年1月31日
○　提出は、小山市高齢生きがい課または各出張所窓口へ。

〇　申請書のご提出後、申請内容に変更が生じた場合には、申請書の修正、または、変更届のご提出をお願いいたします。
次の５種類の用紙に記入・確認後、提出をお願いいたします。



＊個人口座へのお振込はできません。

敬老事業実行委員会の口座（又は自治会に関する団体の口座）を使用してください。




○　申請後、手続き終了次第、交付決定通知書をお送りいたします。
○　通帳の振込人記名が「ｵﾔﾏｼｹｲﾛｳｼﾞｷﾞ」となります。

○　下記申込期限を過ぎた場合でも令和８年１月３１日まで受付しますが、振込までにお時間をいただくことがございますので、期日までの申請にご協力をお願いいたします。
※申請書の提出締切日と補助金の振込日は以下のとおりです。
	
	敬老事業補助金申込〆切日
	敬老事業補助金振込予定日

	第一回
	令和７年７月１１日（金）
	令和７年７月２９日（火）

	第二回
	令和７年８月６日（水）
	令和７年８月２２日（金）




次の３種類の用紙に記入後、提出をお願いいたします。
○　敬老事業実施後３０日以内にご提出をお願いいたします。

○　提出は、高齢生きがい課または各出張所窓口へ。
〇　②事業収支決算書には、領収書（コピー可）を添付していただきますようお願いいたします。
〇　※名簿は、誓約書記入により、市から対象者名簿を受け取った自治会のみご返却ください。また、翌年度以降の交付上限額の算出基準となりますので、追加や修正がある場合にはその旨を記載してください。
　　　上記以外の、自治会作成名簿等はご提出不要です。
〇　補助金を使い切らなかった場合には、余剰分を返金していただきますので、ご留意ください。
〇　申請時と実績報告の人数が合わない際には、確認をさせていただきます。実績報告の人数が申請時の人数を下回る際には、返金していただく場合がございますのでご承知おきください。
【よくあるご質問：Q&A】
Q１.名簿が無いと対象者の把握が困難です。
A１.「誓約書」をご提出いただき、名簿の提供をすることは可能です。
　　　ただし、事業終了時までに必ずご返却いただくようお願いいたします。

Q２.これまで自治会未加入の方も、名簿を見ながら対象にしていました。
　　　今回からは対象外ということですか？

A２.自治会未加入の方も含め、昨年と同様に補助金の申請をすることはできます。
　　　対象者の把握ができない場合は「誓約書」をご提出いただき、後日郵送いたしま
す名簿をご確認ください。

Q３.「誓約書」に「コピーや撮影により複写・複製することはしません」とありますが、
名簿が1つでは手分けして記念品を配布することが困難です。

A３.「誓約書」の「必要部数」に記入された部数を送付いたします。
ただし、送付したすべての名簿を返却していただきます。
Q４.市の提示する交付上限額はどのように算出されているのですか？
A４.小山市住民基本台帳に基づき、自治会区内に居住する、８０歳以上の対象人数
　　　（当該年において８０歳に達する者を含む）×２，０００円を交付上限額として算
出しています。また、令和６年度までに自治会の修正を行った対象者情報につい
ても反映しています。
Q５.上限額まで申請したほうが良いということですか？
A５.上限額まで申請することはできますが、（１）残金が生じた場合、（２）記念品配布
　　　の際に申請者数分購入されていない場合、（３）敬老事業以外の目的に使用して
　　　いた場合等は、ご返金いただきます。
　　　そのため、自治会内でお祝いする人数を把握した上でご申請ください。
Q６.申請後に把握漏れがわかり、人数が増えました。
　　　追加申請することはできますか？

A６.原則、交付上限額内であれば、追加申請することができます。
　　　転入等により交付上限額を超えて申請が必要な場合には、対象者を確認させて
　　　いただきますので、高齢生きがい課までご連絡ください。

　　　お振込み時期については、初回申請分と異なる場合がございますのでご了承く
　　　ださい。

Q７.他自治会からの転居で、上限額以上の人数になってしまいました。
　　　どうしたらよいですか？

A７.追加される方を高齢生きがい課にご報告ください。
　　　敬老事業の対象者であることの確認が取れましたら、上限額を超えて申請する
　　　ことができます。

Q８.補助金の返金はどのような場合に生じますか？
A８.支出額が市補助金額を下回る場合や対象者のために使用されなかった場合に
　　　ご返金いただきます。
　　祝賀会を開催する場合は、支出額が市補助金額を上回るようにご使用くださ
　　い。
　　記念品を配布する場合は、支出額が市補助金額を上回った上で、申請人数分
　　のご購入をお願いいたします。
Q９.祝賀会を開催したけれど、申請人数全員が参加したわけではありませんでした。
　　　参加しなかった方の分は返金になりますか？
A９.祝賀会を開催した場合は、申請人数分参加する前提で開催されているものにな
　　　るため、返金は不要です。ただし、支出額が市補助金額を下回り、残額が生じる
　　　場合には、残額をご返金いただきます。
Q１０.申請後に死亡・転出があり、記念品をお渡しすることが難しいです。
　　　どのように対応したらよいですか？

A１０.申請後、交付された補助金で記念品を購入済みの場合、ご遺族やご家族等
　　　にお渡しいただくか、自治会内で敬老目的にご利用いただき、返金は不要です。
　　　記念品を未購入の場合は、ご返金が必要ですので、市までご連絡ください。
Q1１.申請後に年齢が対象外の人であることがわかりました。
　　　　返金した方が良いですか？

A1１.ほかに申請可能な対象者がいないのであれば、ご返金が必要です。
１．実行委員会で計画をし、補助金交付申請書の手続きをしてください





②事業実施計画書


事業内容説明





④口座振込金融機関届


銀行名・口座番号・名義





③収支予算書


収入・支出





補助金交付申請書


様式第1号（第4条関係）





⑤委任状


※代表印は　個人の印





※ご注意①　交付上限額について


令和７年度より、名簿の提供制限に伴い、交付上限額を設定しております。こちらは、市算出の貴自治会で申請できる補助金の上限額です。


　補助金は原則上限額以内でご申請ください。ただし、転入者等により、上限額を超える申請が必要になった場合には、追加者の確認後、追加申請をすることができますので、高齢生きがい課までご連絡ください。


　また、申請した補助金を使い切らなかった場合や、敬老事業以外の目的に使用した場合、対象者以外の記念品代として使用した場合は、ご返金いただくことがありますので、ご留意ください。





※ご注意②　委任状について


敬老事業補助金交付申請代表者名（自治会長・連合会長等）と�振込口座名義の代表者名が同一であっても、振込口座に申請団体名(自治会名・連合会名等)が入らない場合は、⑤委任状の提出が必要となりますので、忘れずに提出してください。





してください。





※ご注意③　名簿について


令和６年度までは補助金申請時・実績報告時にそれぞれ名簿の返却をお願いしておりましたが、本年度より、自治会作成の名簿等の提出は不要です。


ただし、誓約書をご記入の上、市作成の対象者名簿の貸与を受けた自治会につきましては、事業終了時までに原本で必ずご返却ください。








２．補助金の振込の確認をしてください





※ご注意　申請書の提出締切日について


上記の「申請書の提出締切日」までに、高齢生きがい課に書類が届くように提出してください。出張所窓口に提出した場合は、高齢生きがい課に届くまで２～３日かかることがありますので、早めに申請をお願いいたします。








３．事業終了後に実施報告書を提出してください





※市作成の対象者名簿


（誓約書記入により、提供を受けた自治会のみ）





②事業収支決算書


領収書を添付してください





①実施報告書


様式第３号（第６条関係）
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